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る体又法慮の介高国字に号政
こ障は第個他護齢民、掲）手
と害犯二人前保者健番げ第続
。、罪条情各険の康号る二に

知の第報号法医保、証条お
的経四）に（療険記明第け
障歴項準平の法号書五る
害にのず成確（そに項特
、該政る九保昭のそに定
精当令も年に和他の規の
神すでの法関三の発定個
障る定と律す十符行す人
害もめし第る三号をるを
（のるて百法年受個識
発を記総二律法け人別
達除述務十（律る番す
障く等省三昭第者号る
害。は令号和百ごた
を）、で）五九とめ
含と次定第十十にの
むすにめ十七二異番
。る掲る二年号な号
）。げ文条法）るの
そる字第律第も利
の事、三第九の用
他項番項八条と等
のの号の十第なに
総い、被号二る関
務ず記保）項よす
省れ号険第のうる
令かそ者五被に法
でをの証十保記律
定内他四険載（
め容の条者さ平
ると符第証れ成
心す号三 た二
身る 項 総十
の記 の 務五
機述 被 省年
能等 保 令法
の（ 険 で律
障本 者 定第
害人 証 め二

八
頁



第
体規五（五四三 二
系則条行者る等とよ
的に政と本手本に健いり本
に従法機し人続人よ康う行人
構っ第関てをがをり診。わに
成て二非、少行被心断）れ対
し整条識調年わ疑身等のたし
た理第別査法れ者のの結疾て
情す十加、（た又状結果病医
報る項工観昭こは態果の師
のこ第情護和と被のに予そ
集と二報の二。告改基防の
合に号フ措十人善づ及他
物よのァ置三とのきび医
でり政イ、年した、早療
あ特令ル審法てめ又期に
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り本あ身歴配そ 文次
行人る体又法慮の介高国字に
わにこ障は第個他護齢民、掲
れ対と害犯二人前保者健番げ
たし。、罪条情各険の康号る
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及他精当令も年に和他の
び医神すでの法関三の発
早療障る定と律す十符行
期に害もめし第る三号を
発関（のるて百法年受
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のす達除述務十（律る
たる障く等省三昭第者
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の務を）、で）五九と
健に含と次定第十十に
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の者の事、三第九の
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則有き定条独者る等と
にするの立と本手本に健い
次るよ規法行し人続人よ康う
のもう則第政てをがをり診。
一のにに二法、少行被心断）
条と体従条人調年わ疑身等の
をす系っ第等査法れ者のの結
加る的て十非、（た又状結果
え。に整項識観昭こは態果
る構理第別護和と被のに
。成す二加の二。告改基

しる号工措十人善づ
たこの情置三とのき
情と政報、年した、
報に令フ審法てめ又
のよでァ判律、のは
集り定イ、第逮指疾
合特めル保百捕導病
物定る）護六、又、
でのも処十捜は負
あ独の分八索診傷
っ立はそ号、療そ
て行、の）差若の
、政こ他第押し他
目法れの三えくの
次人に少条、は心
、等含年第勾調身
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